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Anew 　system 　fbr　p τ  ise　mcasurement 　of 　venical 　profiles　ofmean 　and 加 rbulenI 　flow　stπuc 加 re　immediately　above 　the

sediment −water 　interfaoe　is　introduc（対．　In　this　syst   ，　an 　Aceustic 　Doppler 　Velocimeter （ADV ）was 漁 ched 　to  

olevation 　system 面 order 　to　measure 　precise　vertical 　pro蚯les　ofthree −component 　velo じities　in　the　range 　from　O．lto　27
cm 　 above 　the　 sediment 　 su 血 ce　 in　 the 　 lield，　Thi ＄ system 　 enabies 　 an 　 onboard 　 operator 　to   ow 　 the　 accurate

measur ¢ ment 　height，　 and 　to　 move 　thG　ADV 　 v ¢ rtically　 at　 any 　points．　The 　 application 　 of 　this　 system 　to　in　 situ

measurements 　ot
’
ve ］ocity 　pmfiles　immediately 　abQv ¢ the　sedime 爪 is．　mentioned ，　Observational　resu 互ts　show 　the　same

properties　of 　flow　as　lito【a血1re　values ．

t．は じめに

　堆積物の 巻き上げや底面か らの 栄養塩溶出な どを考える上 で

底面境界層の 流れを知 る事は大変重要で あるが，現地 にお い て詳

細な流れの 鉛直分布 を計測 した例 は極 め て まれ で あ る
〔匸贈 ．そ こ

で本研 究では，現 地におけ る海底 面近傍の 流況 の 測定法 を開発 し，
得 られ た結果 につ い て 考察を行 っ た．

2．内容

　流速測定 には N   tek社製の ADV −Fieldを使用 した．コ ン パ ス ／

傾斜セ ン サを併用す る事で，東西 方向，南北 方向お よび 鉛 直方向

の 座標系で流速デー一タを収集す る事がで きる．ADWield は プ ロ

ー
ブ中央に ある トラン ス ミッ タか ら1（  離 れた体積O．03crn3の 領

域の 流速3成分を最大25Hz の サン プ リン グ 周波数 で測定 で きる．
また，反射波を検知する事に より境 界か らサン プ リン グボ リュ

ー

ム まで の 距雛を 0．lmm の 分解能で測定 で き る．こ の ADV ・Fieldを
ア レ ッ ク電子製の 水 中昇降装置に 取 り付けて 観測を行っ た （Fig．
1），昇降装置 は コ ン トロ

ーラ，ケー一ブ ル ，駆動部設置台か ら構成

されて お り，水中で ADV −Fieldを 1mm 間隔 で鉛直方向 に移動 さ

せ る事が で きる．

　この装置を用 い て，海底か らの 高 さが 0．fOm −−20cm の 範囲で ，

一
測点につ き 1分あるい は 5分間，周波数 25Hz で 流速を測定し

た．なお ， 鉛直方 向を一通 り測定す る の に，一
測点あた りの測定

時間が 夏分の 場 合約 20分，5分の 場合約 1，5時間 を要 し，各測点

の測定値は同時刻の もの で はない ．広島湾 で の観測結果の
一
例を

Fig，2 に示 す．この 図を見 ると，海底 面か ら約 2   以上 はほぼ一一

定流速となっ て い る事が わ か る．また，上 げ潮時 にお い て は底面

直上に おい て も10  mS
’］
オ
ー

ダ
ー

の流速が生 じてい るこ とがわか

っ た．得られ た流速デー
タ か ら乱れエ ネル ギー，エ ネル ギLT 散逸

率 を求め た とこ ろ，流速勾配 の 大き い 底 面直 E1 〜1．5crn　f・t近に お

い てそれぞれの 極 大値が見 られ た．これ らは既存の 文献値と同様

呵頃向 及び同程度 の 値を示 した．

3 ，結論

現場 用超音波 ドッ プラ
ー
流燼 十お よ び 1  精度で測定位置 を

調整可能な昇降装置を用い る事で，海底境界層の 乱流構造を詳細

に測定する事 が可能 とな っ た，今後は本手法か ら得られ た流動場

の 解祈結果を元 に，水 ・堆積物界 面 近傍にお け る物質循環過程に

つ い て 検討する予定であ る．
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